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LectureMarker：効果的な復習のために
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概要. 学校教育における ICTの普及に伴い，講義の映像を教材として使用する教員が増えた．録画され
た講義の映像を復習に利用することは学生にとって有用である反面，学生が講義の構成を正確に覚えてい
るとは限らないため，重要であると感じた部分をすぐに見つけることは必ずしも容易ではない．そこで本
研究では，講義を受講中の学生が「教員の説明がわからない」「講義の内容が重要である」と感じた瞬間を
記録し，それを復習の際に映像と併せて提示するシステムを提案する．

1 はじめに

学校教育における ICTの普及に伴い，講義の映
像を教材として使用する教員が増えた [1]．教科書
や印刷したスライドなどの紙媒体を講義に利用しな
い教員もいるため，録画された映像を復習に利用す
ることは学生にとって有用である．しかし，映像を
視聴する学生が講義の構成を正確に覚えているとは
限らないため，重要であると感じた部分をすぐに見
つけることは必ずしも容易ではない．
本研究では録画された講義の映像から重要な部分

を学生が簡単に視聴できるシステムを開発した．こ
のシステムは，講義視聴システムと講義復習システ
ムの 2つから構成される．講義視聴システムは，タ
ブレットに表示されたボタンを講義の状況に応じて
学生が押すことにより，ボタンの種類と押された時
間を記録する．講義復習システムは，講義視聴シス
テムによって記録されたボタンの種類及び時間を示
すアイコンとともに，録画された講義の映像を提示
する．ボタンを用いて講義にブックマーク (本稿で
はアイコン)を付加する設計については米谷ら [2]の
研究に倣ったが，復習のための映像視聴システムに
文献 [2]にはない新たなサポートを実装した．本稿で
は，開発したシステムとその概要について説明する．

2 システム

対象ユーザは大学で講義を受講している学生であ
る．学生は一度教室で講義を受講し，その後録画さ
れた講義の映像を見ながら復習するという状況を想
定する．

2.1 講義視聴システム

学生はまず，講義を受講しながら教員の説明に応
じて手元にあるタブレットのボタンを押す．これら
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図 1. タブレットのボタン

のボタンは講義を受講しているユーザの考えを反映
しており，図 1で示すように「聞こう」「ひとやす
み」「重要」「調べよう」「わからない」の 5種類が
ある．「聞こう」は勉強に関係のある部分であり，復
習時にも聞く必要があると判断したときに押し，「ひ
とやすみ」は教員の雑談といった勉強に直接関係の
ない部分であり，復習時には聞く必要がないと判断
したときに押すことを想定している．「重要」はテス
トに出るなどという特に重要なとき，「調べよう」は
初めて聞く単語が出てきたのであとから調べようと
思ったとき，「わからない」は教員の説明の意味がわ
からないので重点的に復習する必要があると思った
ときに押すことを想定している．なお，学生が押し
たボタンの情報とともに講義も録画されている．

2.2 講義復習システム

録画された映像は専用の復習システムで視聴する．
復習システムは映像を再生するためのウィンドウと，
映像の再生位置を変更するための機能から成る．シ
ステムの全体図及び各ボタンを図 2に示す．映像の
再生位置を変更するための機能を以下に挙げる．

• スライダー 1：映像全体の再生位置を示す

• スライダー 2：映像全体を 10分割したときの
再生位置を示す
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図 2. 復習システム

• 一時停止/再生ボタン：一時停止と再生をする

• 10秒後/10秒前へのスキップボタン：10秒後
及び 10秒前へスキップする

• アイコン：各ボタンの種類に対応したアイコ
ン．スライダーに表示される

• 「重要」アイコンへのスキップボタン：重要
な部分を連続で視聴する

アイコンをクリックすると映像の再生位置が変わり，
アイコンの種類に応じて異なる挙動をする．「聞こ
う」と「重要」は 10秒前から，「ひとやすみ」は 20
秒後から映像を再生する．「調べよう」は 5秒前から，
「わからない」は 10秒前から映像を再生をしたあと
一時停止する．一時停止をするのは学生が未知の単
語を調べたり，わからなかった部分が理解できたか
どうか確認したりすることを想定しているからであ
る．「重要」アイコンへのスキップボタンを押すと次
の「重要」アイコンへ再生位置をスキップする．ア
イコンは図 3に示すように 2.1節のタブレットのボ
タンと対応している．これによりユーザは講義の映
像を通しで視聴する場合よりも，自分が重要だと感
じた部分をすぐに見つけることができ，効果的に復
習することができると考えている．なおこの評価に
ついては今後の課題であり，アンケート等により実
施することを検討している．

図 3. ボタン (上)とアイコン (下)の対応の一例

3 関連研究

講義の映像を録画しながら情報を付加していくシ
ステムは，米谷らの研究 [2]の他に奥井らの研究 [3]
や寳理らの研究 [4]がある．奥井らの研究では，学
生が講義の内容について手元のタブレットのボタン
から自分の感想に近いものを発信し，それを即時集
計して教員が学生の理解度を確認できるシステムを
提案している．また，寳理らの研究では，教員が自
らの講義を省みるために，講義を録画しながらその
映像に他の教員から手書きやスタンプを用いた評価
を行ってもらうシステムを提案している．これらの
研究と本研究とは，講義中にリアルタイムで付与さ
れる情報を利用する点は類似しているが，情報の種
類や利用目的が異なる．

4 おわりに

本稿では，講義中に学生が状況に応じてタブレッ
トのボタンを押し，そのボタンの種類と時間の情報
を，学生が復習する際に映像とともに提示するシス
テムについて述べた．今後はボタンの種類と機能に
ついてさらに調査していくとともに，ボタンの情報
を学生だけではなく，教員にも有用なフィードバッ
クとして提供していく方法を検討する．
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